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キーワード：出芽酵母・細胞壁・細胞周期 
      細胞形態・画像解析
１．研究計画の概要 
 従来、細胞周期の研究では、DNA 複製、染
色体凝集、染色体分配、細胞質分裂などの事
象を対象にした研究が広く行われてきたが、
最近になって、細胞増殖サイクルを可能にす
る空間（場）の提供という観点から、細胞周
期に依存した細胞のサイズや形態形成の研
究が脚光を浴びてきている。研究代表者は、
今まで単細胞生物である出芽酵母と分裂酵
母の特徴を生かして、細胞周期と細胞空間形
成の連携に関する研究を行った。 
 
２．研究の進捗状況 
 新規細胞周期チェックポイントである細
胞壁チェックポイントの存在を証明すると
ともに、細胞周期エンジンであるCDKから細
胞壁と細胞空間の形成に重要な働きを持つ
Rho型GTPaseに細胞周期シグナルが伝達され
ることを示した。出芽酵母の細胞壁は細胞増
殖サイクルを可能にする空間（場）を外側か
ら保障しているが、その合成過程は細胞周期
の制御を受けているだけでなく、細胞周期進
行をフィードバック制御していることを明
かにした。「細胞壁チェックポイントに関す
る研究」では、出芽酵母の新しい細胞壁チェ
ックポイントの解明を行った。「細胞周期に
依存した空間形成に関する研究では、細胞周
期進行依存的な空間形成に欠損を持つ変異
株の解析から、その分子機構を明らかにした。
「細胞サイズコントロールに関する研究（で
は、分裂酵母の細胞サイズコントロールの分
子機構の全体像にせまった。 
 
３．現在までの達成度 
 ②概ね予定通りに進んでいる。 

（理由） 
 順調に論文発表がなされているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
出芽酵母では、カルシウム情報伝達経路と協
調して、細胞極性と細胞周期とを連携制御す
る複数のキナーゼを同定している。そこで、
これらのキナーゼのカルシウム情報伝達経
路における作用点を明らかにする。出芽酵母
の細胞形態を顕微鏡画像から定量かつ客観
的に測定する CalMorph というイメージプロ
セシングプログラムを利用して、細胞周期進
行依存的な空間形成に欠損がある変異株を
網羅的に取得して解析する。一方、分裂酵母
では、引き続き、細胞極性ネットワーク（MOR
経路）による細胞質分裂と細胞極性との連携
制御機構について、解析を進める。現在、細
胞質分裂の開始を制御するネットワーク
（SIN 経路）が MOR 経路を制御することを見
いだしている。具体的には、M 期では、SIN
経路がMOR経路を抑制することにより、細胞
質分裂が完了するまで細胞極性の確立を抑
え、一方、細胞周期間期では、逆に、MOR 経
路がSIN経路を抑制することにより、細胞極
性成長が完了するまで細胞質分裂を抑える
機構があることを見いだしている。そこで、
これらの連携制御機構について、その制御点
を詳細に解析し、細胞質分裂と細胞極性との
連携制御機構を解明する。特に当初計画から
の変更はない。 
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